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NTTコムウェア　GreenUs

N T T グ ル ー プ の 最 新 ソ リ ュ ー シ ョ ン ガ イ ド

ィの推進に取り組んできました。そして 2022 年 10 月、そ
の実績と知見を基にスマートシティソリューションブランド
GreenUs の提供を開始しました。GreenUs は、デベロッ
パー等の街区開発者が運営する民間街区型スマートシテ
ィにフォーカスし、「街区に訪れる人・働く人・企業に向
けた交流やサステナブルな行動を促すサービス」と「街
区開発・運営者に向けた環境配慮・業務効率化・収益向
上に資するサービス」を提供することにより、循環型の持
続可能なまちづくりに貢献します。さらに GreenUs は、
街区に訪れる人・働く人のデジタルデータを個人情報を
含まない形で蓄積・分析し、街区開発に利活用するとい
うビジネススキームにより、双方に新たな価値を提供する
ことをめざしています（図１）。

現在 GreenUs は、オフィスビルに特化したプラット
フォーム「Connectedx®（コネクティッドクロス）」、ユー
ザーのシーン・状況を捉えた行動変容エンジン「LIKEUP®」、
デジタルツインを活用し建物・構造物を管理する「Smart 
Data Fusion®」、クラウド導入支援を行う「SmartCloud®
オーケストレータ」といったプロダクトをラインアップし
ており、今後も順次拡大を予定しています。

NTT コムウェアの強みは、プラット
フォーム開発からアプリケーション開
発、データマネジメントまでワンス
トップで提供可能であることです。今
後はドコモグループとして、NTT ドコ
モ、NTT コミュニケーションズのサー
ビスやアセットと、NTT コムウェアの
業種・業界に特化したアプリケーショ
ンレイヤのプロダクトを組み合わせ、
一層多彩なラインアップで社会課題の
解決を支援します。

以下、Connectedx の持つ機能につ
いてご紹介します。

　

NTT コムウェアは、これまで NTT グループ内外の企業
との連携・協創案件を中心に、まちづくりやスマートシテ

SDGsやESG等、持続可能な社会の実現に向け
た意識が高まる中、NTTコムウェア株式会社
（以下、NTTコムウェア）は、社会課題の解決
に貢献するさまざまなソリューションを提供
しています。
その１つであるサステナブルスマートシティソ
リューション「GreenUsR（グリナス）」は、一人
ひとりの意識や行動を変えることで、社会課題
解決をめざすソリューションです。人々の行動
様式に着目し、「街区に集う人々の交流やサステ
ナブルな行動を促すサービス」と、「街区開発・
運営者の環境配慮・業務効率化・収益向上に資
するサービス」を、同一のプラットフォーム上
で双方に提供することで、デジタルデータを循
環させ、持続可能な民間主導型スマートシティ・
まちづくりの実現をめざします。

FAQ検索とマニュアル検索を革新する
corevo? の技術を活用した新検索エンジンを搭載

デジタルで街とこころをつなぐサステナブル
スマートシティソリューション「GreenUsR」

「街区で働く人」と「街区開発者・運営者」。
２つのプレーヤー、双方に価値を提供　

ドコモグループとしての強みを活かし
多彩なプロダクトで社会課題の解決を支援

図 1　GreenUs 概要
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〈街区を支える人・企業に向けたデジタルサービス〉
ビル・エリアマネジメント用サジェストボード

オフィスビルやエリア内のセンサ・カメラ・スマート
フォン等 IoT 機器から取得したデジタルデータをリアル
タイムに可視化し、データドリブンによるビル・エリア
管理業務を支援することで、ビル・エリア運営者の業務
効率化・省人化、収益向上・コスト低減に貢献します。

例えば、取得したデジタルデータから、遊休スペース
を把握しイベント開催場所として貸し出すことでビルの
収益向上を図ったり、フロア利用状況により照明や空調
を調整し消費電力を削減したり、トイレの利用状況から
清掃や備品補充のタイミングを改善することで業務効率
化を実現したりといった活用が期待されます。今後、パー
トナー連携を通して、オフィスビルやエリアの運営をよ
り円滑にするためのデータ分析・予測やサジェスト機能
を順次強化し、バージョンアップをしていきます。

〈街区で働く人・企業に向けたデジタルサービス①〉
デジタルコミュニティマネージャー

リモートワークの普及、働き方の多様化は加速し、
オフィスビルに求められる価値も変化しています。オ
フィスは作業中心の場からリアルなコミュニティが生
まれる場所になるという世界観の下、人と人とのリア
ルなコミュニケーションをデジタルで支援し、新たな
コミュニティの創造を支援します。サイネージ上にオ
フィスビルで働く人（以下、ワーカー）を位置情報
と連動させながらスクリーンセーバーのように映す
機能（図 2）を特長としており、画面をクリックする
とワーカーのプロフィールを知ることができます。ス
マホアプリを使って、気になる人に対して気軽に「こ
んにちは」「仕事の相談をしてもよろしいでしょうか」といっ
たメッセージを送ることで、ビジネスコミュニケーションを
とることができます。プロフィールに登録されている趣味、
出身地、居住地等の情報から交流を始めることにより、新
しいコミュニケーションを築くきっかけにもなります。メッ
セージは定型文に限定しているため、不快なメッセージ
を受信することなく活用でき、イノベーティブな活動をし
たいというワーカーのコミュニティを醸成します。

　
〈街区で働く人・企業に向けたデジタルサービス②〉
デジタル・オフィスコンシェルジュ

アクティビティに合わせて働く場所を選択する ABW
（Activity Based Working）の実現を支援します。地磁気を

はじめ、Wi-Fi、BLE ビーコンなどの各種データを用いて
屋内での位置測位を実現しているため、オフィスの大掛
かりな回線工事等は不要で、手軽に利用開始が可能です。

「居場所マップ」では、アプリを導入している同僚の
居場所を簡単に確認できます。ワークシーンから仕事に
快適な場所を探したり、混雑度表示により密回避したり
という活用も可能です。また、オフィス利用履歴やコミュ
ニケーション状況を可視化する機能も具備しています。

管理者向け機能としては、エリアごとの稼働率を可視
化しオフィス利用状況を把握できる機能や、滞在履歴に
より組織間のコミュニケーション状況を知る機能があり
ます。また、罹患者発生時の居場所・近接者履歴から感
染対策に活用することもできます。なお、本サービスは
オフィスコンサルを行う NTT ファシリティーズへ OEM
提供を行っており、同社は新しい働き方を支援するアク
ティビティモニタリングサービス「アクティモニ TM」
としてお客さまに提供しています。

お問い合わせ先
NTTコムウェア株式会社
https://www.nttcom.co.jp/contactus

NTT コムウェア
（左）ビジネスインキュベーション本部 担当部長 芝田 豊鋼氏
（中）エンタープライズビジネス事業本部 担当課長 有賀 麻由子氏
（右）エンタープライズビジネス事業本部　阿部 祥太氏

私たちは、多様化する
人々の行動を捉え、デ
ジタルで街とこころを
サステナブルにつなぐ
提案をお届けします。
お気軽にお問い合わせ
ください。

図 2　デジタルコミュニティマネージャー


